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B.本 年 度 お こな った試 験調 査

汰 木 達 郎 荒 上 和 利

井 上 晋 椎 葉 康 喜

ユ.モ ミ,ツ ガ 天 然 林 の 年 令 構 成 に つ い て

モ ミ,ツ ガは群落的には斜面 中,上 部が尾根筋 附近等の凸状の地形の ところに集中 して分布 し

てい るこ とは航空写真 か らも明 らかで あるが ここで は伐根 の年令調査 によ リモ ミ,ツ ガ天然林の

年 令構成,成 立 プロセス につい て検討 してみ た。

場所37林 班 昭 和47年 度伐採跡地(A区)

20×20mPLOTを5ケ

35林 班 昭和49年 度 伐採跡地(B区)

20×20mPLOTを4ケ

方法A区 モ ミ,ッ ガ伐根 について,そ の伐根位置図及 び地際年輪数,麗 大生長量測定

B区 伐 採前のモミ ツガ,広 葉樹立 木の毎 木調査,樹 冠投影図 を作成,伐 採後樹高の実

測及 び地 際年輪調査,iO年 毎 の麗 大生長量灘定

この調査結果か ら,こ れ らのA,B区 と もにモ ミ,ッ ガほ とんど同時期 発生 の100年 前 後

の一斉的林分であ り,天 然林 としてはかな り若い林分であ るといえるが初期 の被圧期間が短い

ことか らみて,こ の林分成立初期 の上層はかな り疎な状 態にあ ったのではないか と考 え られ る。

また一斉的林分であ ることは,こ の林分は伐 採や或いは火 入れ,山 火事後に成立 した二次林で

はないか と推測 させ るが現段階では この点を明確 にす ることはできなか った。 内容の詳細はa

林 九支論文集第28号 に発表 してい る。

2.ス ギ 列 状 間伐

一ヒノキ植栽木の生長一

列状間伐が樹冠の構成に与える影響は大 きく,従 来の間伐法にくらべて過度にうっ閉が破壊

されることは避 けられず,列 幅の広いときにはその回復はほとんど不可能であるといえる。そこ

でこの生じた空間の再活用を図 る必要があるため跡地へのあ らたな植栽をおこなった。 このよう

に列状間伐を複層林への移行手段 として間伐とい う考えに立ってスギ林に対し列状間伐試験をお

こなっているが,本 年度は林内照度の変化 と二次植栽木の ヒノキの生長について調査 した。

結果

列状間伐を実行してすでに7年 を経過 しているスギ林の枝打前後の林内照度と1973年 あら



たに設定 した区の照度 を測定 した結果 によると,枝 打直前の スギ林の照 度は設定当初 よ りかな り

低下 してい るが地上4mま での枝打(但 し,枝 打前の枝 下高平均1.8m)に よ って設定当初の光

環 境 までにほぼ園復 している ことがわか り枝打 の効 果が認 め られ た。また,あ らたに19?3年

に 設定 した3列 お きに3列 伐 採す る間伐区で照度 と日射量 を測定 した結 果による と最 も光条件の

よい ところは伐区の中央でな く列区の片側 に位 置 してい た。 これ には斜 面の向 き,列 方向が関係

してい ることはあき らかであ り,跡 地 造林 にあたっては このよ うな光環境の ちがい を考慮す る必

要 であ るとい えるo

ヒ ノキの生長

樹高生長か らみ ると対照林分 と変 らない生長 をしてお り間伐区 はや や徒長 ぎみの感 じを与えて

い る。根元直径 をみ ると,1列 区は対照区の半分程度の大 きさしかな く2列 区はその中問である。

形状比(樹 高/根 元直径)を み ると,1列 区最大で対照区最小 とな る。

そこで君照 区の ヒノキが健全な姿で ある とす るな らば間伐 区の とくに …列区のそれは徒長 しす

ぎで ある といえ る。 この よ うな傾向は前回の調査で もみ られたが,こ れ らの こ とか らみて ヒノキ

の健全な生長 には光量の多い ことが必要で あるとい える。 したがって列状間伐区の ヒノキの生長

を促進す るためには列間隔の検 討 と光環境 を改善す る枝打 の実行 が必要 とい える。

試験地 の概況,試 験 方法,図 表等は 日林九支 論集第28号 に発表 してい るので ここでは省略す

る。

3.モ ミ,ツ ガ 稚 樹 の 分 布35林 班

1971年6月 にモ ミ,ツ ガの比較的多数成立 している林分 に,巾4mの ベ ル トトランセ ク ト

3本 を設定 しベル ト内に存在す る稚樹の配置図 をつ くり,3年 を経過 した1974年6月 に再調

査をお こない稚樹の変化 を調べ たのでその結果 を報告す る。

ベル トの長 さは14×84mll4×85m思4×67mで あ るo

磁 王は,第1嗣 調査で はモ ミ,ツ ガ稚樹 は合計 で377本 で あ ったが今回の調査で この うち

263本 が消滅 し29本 があ らたに発生 してい た。(消 滅率?o%)

姦Eは,813本 の うち553本 が消滅 く消滅率68%)79本 発生。

癒 逮は,398本 の うち1§2本 が消滅(消 滅率53%)33本 発生。

モ ㍉ ツガ稚樹の変化 を図で示す。

但 し,19?4年6月 現在の本 数は,3年 間 にあ らたに発生 した本数 も含 む。

以上の ことか らモ ミ,ツ ガ稚樹は3年 の間に50～7o%が 枯 死消滅 してい る。 この主 な原因

は林内の光条件 にあ るのではないか と思 われ るが,さ らに他の因子 について も究明す る必要が あ

りそ うで ある。



モ ミ,ツ ガ稚樹の変 化

1×4m当 りモ ミ,ッ ガ稚 樹本 数(3m以 下)
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